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ドイツと日三本 aJ布亘!f:勿主主主E竺芋
増田芳雄 (帝塚山短期大学〉
1 .はじめに
植物の構造と機能を研究する植物学の分野、すなわち植物生理学は 19世紀の半ばにド
イツの植物学者 JuliusSachsによって確立された。 Sachsは植物学の研究に数理的定量
を導入した最初の人で、それまでの観察と記述を中心にした植物学に物理学・化学の手法
を持ち込み、これを真の意味で科学の一分野に発展させた。その弟子の一人、 Wilhelm 
Pfefferは植物生理学をさらに発展させ、単に植物のみならず生物一般における生命現象
を理解する一般法則を見出すための一分野としての性格を与えた。
明治 10年に創設された東京大学の初代植物学教授は米国 Cornell大学で学んだ矢田部
良吉であったが、彼はやがて非職となり、分類学の松村任三が教授となった。明治 29年
には第二講座すなわち植物生理学講座が設置され、 ドイツから帰朝した三好学が日本で最
初の植物生理学教授となった。三好は Leipzig大学の W.Pfefferのもとで学び、その学
風を日本に伝えたと言えよう。その後三好門下の柴田桂太、大野直枝、郡場寛が Pfe-
fferのもとに赴き、 Pfefferの植物生理学はわが国に根を下ろすことになる。
実は、三好ら以前に Sachsのもとで植物生理学を学んだ者がいた。それは長松篤来で、
Wurzburg大学の Sachsのもとで光合成のデンプン形成における葉緑素機能に関する研究
を行い、この分野において日本人初の博士の学位を得た。 1887年のことであった(増
田芳雄、 19 8 4、19 8 7; H. Gimmler編、田沢仁ら訳、 19 9 2 )。長松は帰国後、
学習院の教授となったがやがて植物学界を去り、実業界そしてその後、父のあとをついで
貴族院議員となり政界でも活躍した。長松につづいて、当時東京大学の植物学助教授だっ
た分類学の松村任三も 1886年、すなわち長松が学位論文を提出した年、 Sachsのも
とに留学した。しかし、松村は研究論文を書くことなく帰国した。こうして、 Sachsの植
物生理学はわが国に伝わることがなかった。しかし、 Pfefferは Sachsの門下の一人で
あったから、その伝統は間接的に伝えられたとも言えよう。
こうして、他の学問分野にも言えるかもしれないが、植物生理学は Leipzig大学と切っ
ても切れない縁を持つに至ったわけである。
2. Wilhelm Pfeffer 
Pfefferは18 4 5年、 Kasselの近くの Grebensteinで生まれた。はじめ父の家業で
ある薬局の薬剤師を志した。 Marburg大学などで学び、薬剤師の国家試験に合格したが、
1 8 6 9年、 Berlin大学の植物学者 Pringsheim教授の助手、そして 18 7 0← 7 1年に
は附rzburg大学で Sachs教授の助手となった。 Sachsのもとではオランダからの留学
生 Hugode Vriesとともに、師から与えられた課題である植物細胞の浸透圧に関する研究
を行った。この研究は浸透圧の発見のみならず、細胞における原形質膜の存在を予言する
もので、 Pfefferはこれらの研究から植物学にその生涯を捧げる道に入ることになった。
すなわち、 Sachsこそは Pfefferを植物生理学に導いた人物と言える。なお、共同研究
を行った deVriesはのちに Amsterdam大学に帰り、生理学から遺伝学に転じ、 Mendel
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の遺伝法則の再発見者の一人として知られるようになる。
Pfefferは1871年、 Marburg大学において講師資格 (Habilitation)を得たのち、
1 8 7 3年に Bonn大学助教授、 18 7 7年スイスの Base1大学教授、 1878年 Tu-
bingen大学教授、そして 1887年 Leipzig大学の教授に任じられ、 19 2 0年 1月
3 1日の死に至る時まで、ここで研究と教育に専心した (E. Bunning著、田沢仁ら訳、
1988) (写真 1)。
前述のように、 Pfeffer は細胞における“膜"の存在を予言し、生命現象を物理学的に
解明できる、という姿勢を堅持した。その研究は実に多彩で、 「環境刺激に対する感受性
と反応の誘発」、 「フィードパック J、 「エネルギー論」、 「生理時計」、 「成長と相関」
など、現在でも学ぶべきところの極めて大きい優れた研究を行った。筆者が京都大学にお
いて植物ホルモンの作用機作に関する研究を志したとき、恩師の芦田譲治教授はホルモン
作用はまず原形質膜に求められるべきである、と筆者に教えた。芦田教授は“膜"に対す
る関心をその師郡場寛教授によって誘発されたらしかった。郡場教授は 1920年、
Leipzigの Pfeffer教授のもとに留学したが、それは Pfefferが75才で突然亡くなっ
た時で、その教えを直接受ける機会を失うという不運に見舞われた。これは、京都大学植
物学教室創設のため政府からドイツ留学を命じられた郡場教授の留学の機会が第 1次世界
大戦に遭遇した結果であった。しかし、郡場教授はその後しばらく Leipzigにとどまり、
Pfefferの残した学問を吸収して帰国した。
郡場教授によって Pfefferの学問に対する畏敬を抱いていたもう一人は、郡場門下であ
り、のちに農学部教授となった今村駿一郎であった。筆者ら植物学科の学生は今村教授に
よってさらに詳しく Pfefferについて学ぶようになり、のちに述べる倉敷の「ペッファ←
文庫」の存在を知るに至った。
さて、 Pfefferはその研究だけでなく、教育者としての業績もよく知られ、その門に学
んだものの数は 260人を越えた。そのなかのおよそ半数は、三好ら日本からの留学生の
みならず、アメリカ、ロシア、スカンディナヴィアなどからの留学生であった (Masuda.
1 9 8 7 )。この事実は、 Pfefferがいかに国際的に評価が高かったか、そして世界中の
植物学に彼がいかに大きな影響を与えたかを示している。あるアメリカの植物学者は「ド
イツ人教授のなかで、ベッファー教授ほどわが国の植物学研究の伸展に影響を与えた人は
いない」と言っている。 Pfefferは 1920年 1月30日に最後の講義をおこない、 “こ
のまま死ねたらどんなによいだろう"との言葉を残し、その言葉どおり翌 31日75才の
生涯を閉じた。その遺体は本人の意思により、 2月5日火葬に付された。このとき郡場教
授は日本植物学会を代表してその葬儀に参列した。なお、 Pfefferの突然の死はピストル
自殺によるという噂があるが (k. Hofler. W. Url私信)、その真偽ははっきりしない。
しかし、第 1次世界大戦中、子息がフランス戦線でアメリカ軍と戦闘中に行方不明とな
り、のちに戦死したことが判明し、 Pfefferはひどい悲しみに襲われたという。もともと
神経質で内向的な性格で、戦争による息子の死、戦後のひどいインフレーションによる生
活苦など、高齢の彼が自ら命を絶つに至る理由はあったようにも思える。
3. 三好学ら日本の植物生理学者
三好は岐阜岩村藩士の息子として江戸藩邸に文久元年 (1862)生まれた。維新のの
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ち岩村に帰ってそこで育ち、師範学校を卒業、小学校の教師を勤めた。明治 15年、予備
門に入学、続いて東京大学理学部に入学、特待生となり、明治22年に恩賜の銀時計を受
けて卒業、大学院に進学した。明治 24年、政府留学生として Leipzigに赴き、 28年に
帰国した。この問、刺激に対する植物の反応について研究し、 3編の論文を発表した。東
京大学教授として多くの門下を育成し、研究・教育の両面で植物生理学に貢献した。
三好門下の柴田桂太は尾張徳川藩の医官の子息として明治 10年 (1877)東京に生
まれた。三好と同じく秀才で、特待生として東京大学を明治32年、恩賜の銀時計で卒業
し、 37年理学博士、 40年第一高等学校教授となった。翌年、札幌の東北大学農科大学
教授となったが、 43年に東京大学に帰り、講師となり、 ドイツへ私費留学した。 Leip-
zig の Pfefferのもとで微生物の色素に関する研究を行って一編の論文を発表し、明治
4 5年に帰国、のちに東京大学の植物生理化学教授となった。その在任中に植物色素や代
謝に関する研究を行い、それにたいして学士院恩賜賞が授与された。また、多くの門下を
育成し、その学風は現在に引き継がれている。
同じく三好門下で、柴田と東京大学で同級生であった大野直枝は若くして亡くなったの
で、多くは知られていない。大学卒業後、広島高等師範学校教授となって Leipzigに私費
留学し、 Pfefferのもとで刺激反応感受に関する研究を行い、 19 0 8年に一編の論文を
発表した。帰国して広島に戻ったが、柴田の後任として明治43年札幌に赴任し、間もな
く不幸にも亡くなった。
同じく三好の門下で、その助手も勤めた郡場寛は明治 15年青森藩士の子息として青森
に生まれた。明治40年、東京大学を卒業後助手となったが、大野の死後、札幌に赴任し
た。しかし、前述のように、京都大学理科大学植物学教室創設委員となって渡独の運びと
なり、札幌を辞任した。その後の経緯は前述のとおりである。これら師弟関係は図 1に示
すとおりである。
4. ペッファ一文庫
第 1次世界大戦に敗れたドイツの戦後は悲惨で、深刻なインフレーションに見舞われた
ことはよく知られている。 Pfefferの死後、その家族(妻とその母)は生活苦のため
Pfefferの蔵書を売却することにし、蔵書目録がある書圧によって公示された。これを知
ったアメリカの植物学界と日本の一部の植物関係者はこれを購入することを競った。理由
ははっきりしないが、結局この全蔵書は大原孫三郎氏の出資により倉敷の大原農業生物研
究所のものとなった。当時の金額で 2万余円であったという。この蔵書の中には、 C. Da-
rwinの署名のあるその著書など、 Pfefferが恵与された多くの名著が含まれているが、特
筆すべきは Pfeffer自身の手になる特製ノートである。これは、 1880年彼が出版した
「植物生理学ハンドブック jの改定版のためのノートで、世界に二つとない貴重な文献で
ある。インクで書かれた Pfefferの自筆は年月とともに色が槌せ、やがて消えてしまうと
いうおそれが出てきた。大原謙一郎氏を理事長とする大原奨農会は、当時の研究所所長、
河崎利夫教授の努力により、このノートの復刻に資金を提供することになったのは平成 2
年のことであった。数百万円の費用をかけ、この貴重なノートの復刻版はめでたく平成3
年に発行された。たまたま、平成4年5月、大阪において「植物細胞壁に関する山田コン
フェレンスJ (山田科学振興財団主催)が開催され、 Leipzig大学植物生理学教室の G.
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Schuster教授とト Frommhold博士、その他ドイツ各大学から数人の研究者が来日した。
そこで、これらの学者を招き、日本の関係者も加わり、倉敷において「ペッファ一文庫
記念、シンポジウム」が開かれ、多くの聴衆が参加した。この機会に Pfefferの手書きノー
トを解読して欲しいという要望が奨農会および研究所から出された。その手書きノートは、
ドイツ語のほかラテン語、および Pfeffer個人用の記号などで書かれていることが判り、
とても日本人研究者の手に負えないことが明らかになった。しかし Leipzig大学の
Schuster教授と Frommhold博士にはおおよそのところ解読できるとのことで、復刻版を
手元に、現在 Leipzig大学植物学教室において両博士によって解読作業が進められている。
5. Leipzig大学植物園
詩人であり生物学者でもあった Goethe，数学者 Leibnitz，哲学者 Nietzstche.あるい
は森鴎外や物理学者朝永振一郎ら多くの優れた人たちが学んだ Leipzig大学は、 Huss
戦争後、 Prague大学を逃れたドイツ人教授と学生を収容するために創設された、 Heidel-
bergについでドイツで二番目に古い大学である(ドイツ語圏では最古の大学は Prague.
二番目は Wien)。
現在の場所に移転した 18 7 7年(J. S. Schenk教授時代)植物園内に植物学教室も建
設された。第2次世界大戦中、 ドイツの敗色が濃厚になってきた 1943年 12月4日早
朝、 Leipzigは英空軍の猛爆撃をうけ、市のほとんどが焼け野原となり、このとき植物学
教室も消滅した。 W. Ruhland教授の在任中であった(彼のもとに東京文理科大学教授とな
った山羽儀兵や、静岡大学教授となった遠藤庄三が留学した)。植物園は戦後次第に整
備されているが、植物学教室の建物は現在もまだ再建されず、もと動物学教室の建物に同
居し、生物学教室と称している。
この植物園は 19 9 2年に創設450年を祝った。はじめ、現在の市内にあった St. 
Pauliner修道院の薬草園であったが(写真 2)、修道院ともども 450年前 (1542)
に大学に移管された、 ドイツの大学では最古の植物園である。 1684年、市壁の西南の
外側に移転し、さらに現在の場所、すなわち市の東南、リンネ通りに移転したのは、前述
のように 18 7 7年のことであった。二番目の敷地の頃、当時すでに「植物変態論」を書
いていた Goetheは Weimarに住んでいたが、しばしば当時の園長で植物学教授だった
Johan Hedwigを訪ね、顕微鏡を用いて植物を観察したという。のちに 18 1 5年、 Goet-
heは「銀杏の葉 (EinGedichte des Ginkgo) Jを書いた。
Dieses Baumes Blatt. der von Osten 
meinem Garten anvertraut. 
gibt geheimen Sinn zu kosten. 
wie' s den Wissenden erbaut. 
1st es ein lebending Wesen. 
das sich in sich selbst getrennt? 
Sind es zwei， die sich erlesen. 
dass man sie als eines kennt? 
So1che Frage zu erwidern. 
fand ich woh1 den rechten Sinn: 
Fuh1st du nicht an rneinen Liedern. 
dass ich eins und doppe1t bin? 
これは はるばると東洋から
わたしの庭に移された木の葉です
この葉には 賢者の心をよろこばせる
ふかい意味がふくまれています
これは もともと一枚の葉が
裂かれて二枚になったのでしょうか
それとも 二枚の葉が相手を見つけて
一枚になったのでしょうか
こうした聞いに答えられる
ほんとうの意味がどうやらわかってきました
わたしの歌を読んであなたはお気づきになりませんか
わたしも一枚で有りながら あなたとむすばれたこ枚の葉であることが
Goetheと Leipzig大学植物園との関係を記念して、現在の敷地に移った 18 7 7年、
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Schenk教授は記念樹として 3本のイチョウ幼樹を圏内に植えた。 100年あまりを経た現
在、空襲の難も逃れたこれらのイチョウは 10メートルにも達する大木に成長した。しか
し、これらのイチョウはすべて雄であることが判明し、このままではギンナンができない
ことが判っていた。創立450年を迎えた 1992年、その記念式典のさい、現園長の
G. k. M江11er教授は新たに 2本のイチョウの幼樹を圏内と園のすぐ外に植えた。同教授は
これらの幼樹が雌木であることを祈っている、と言っていた。
さて、薬草園とともに大学に移管された St. Pau1 iner修道院はその後大学教会として
長年存在し、その南側に大学本部も建てられた(写真 3)。第2次世界大戦中、 1943 
年 12月4日の空襲でこの建物は著しく破損したが、修道院の大学教会は空襲の難を逃れ、
無傷で残った。大戦後、社会主義国となった東ドイツでは、大学も iKar1MarxJ大学と改
称された。社会主義体制は Leipzig大学、その他の大学の近代化を大幅に阻み、大学は苦
難の道を歩くことになる
1 9 6 8年、時の国家評議会議長 U1brichtは大学教会が社会主義体制の大学になじま
ないとし、 St. Pau1iner教会の爆破を命じた。教授、学生の反対するなか、彼らの眼の前
で5月30日午前 10時、爆破が強行され、 450年近い歴史を誇る修道院は政治的圧力
によって消滅した(増田芳雄、 19 9 3 )。現在は、 St. Pauliner修道院と薬草園のあ
った、そして元大学本部のあった Augustin広場にはモダンだが Leipzigの町にそぐわな
い背の高い K. Marx大学の建物が、広場の北にはオペラ劇場、南には Gewandhausオーケ
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ストラのコンサートホールが建っている(写真 4)。統一後、大学はもとの Leipzig大
学の名に戻った。
6. おわりに
日本の学問と縁の深い Leipzig大学が世界の歴史の流れのなかで大きな変動を受けたこ
とを、植物学と植物園を一つの例として述べてきた。筆者は入国の困難だった東ドイツ時
代の 19 7 7年、会議出席の機会にはじめて Leipzigを訪れた。その後 1987年、ここ
で Pfeffer教授 Leipzig大学着任 100周年を記念するシンポジウムが聞かれ、これに
招かれて再び同地を訪れた。東西統一後、初めて旧東ドイツを訪れる機会を得、 Leipzig 
を3度目に訪れたのは 19 9 2年 10月のことであった。この年がちょうど植物園創設
450年に当たったのは嬉しいことであった。 Pfefferや Ruhlandが研究し、三好学らが
学んだこの植物園の敷地を訪れ、その昔をしのび、深い感慨を持った。
統一後の旧東ドイツと Leipzig大学そして植物学教室が早く復興し、かつての学問的中
心として復活する日を期待したい。
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図 1. ドイツと日本を結ぶ植物生理学の系譜.
写真 1 . 
写真 2 . 
Wilhelm Pfeffer 
St. Paul iner修道院と薬草園 (Hortusmedicus)、 1 7 0 0年 (Leipzig
市立歴史博物館蔵)
Augustin広場の S. Pauliner修道院と大学本部(第 2次大戦前)
現在の Augustin広場(北から)、手前はオペラ座、向う側 Gewandhaus
コンサートホール、右手は新築の大学本部
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